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野毛山幼稚園

主 題 　関わり合う

神さまがつくられた世界を知る 詩編150篇6節

砂・泥・水に触れて遊ぶ中で心地よさを味わう

自分でしたいが増え、楽しさを感じるとともに葛藤も味わう

予 定

日 曜 備考

5 水

10 月 保護者は
希望者のみ参加

12 水 詳細別紙

14 金 保育講演会

16 日 父の日の集い(年長さくら組) 午後1時集合

こひつじ

歯みがき指導

4 火 歯科検査(年長さくら組・年中たんぽぽ組)

18 火

25 火
　

6　月　の　予　定

ね が い

息あるものはこぞって主を賛美せよ。ハレルヤ。

歯みがき指導と歯科検査(年少アネモネ赤組)

歯みがき指導と歯科検査(年少アネモネ白組)

26日(水)のこひつじは３時までにさせていただきます。

公開保育(保育参観)の予定ですが、日程は学年により違いますので
学年だよりをご覧ください

予 定

時の記念日を通して時間の大切さを知る。

簡単なルールのある遊びに参加し、先生や友だ
ちと一緒に楽しむ。

花の日礼拝　　

食育の会・ランチ試食会
　(年中たんぽほ組・年長さくら組)

６月誕生会

旧約聖書の中の「詩編」はダビデや古代の詩人が書いた詩と祈
りと賛美、個人的な経験から呼びさまされる感情を神さまに言
い表しています。
詩編は全部で150篇。
最後の150篇には「神を賛美せよ」という言葉が10回も出て
きます。今月の聖書の言葉は150篇最後のところです。
世界は神さまが創られたもので満ち溢れています。
私たちは今日、生かされ、守り導いてくださる神さまの愛に気
づき、神さまを賛美するものでありたいと思います。人間だけ
ではなく、神さまに創られたものすべてのものが神さまを賛美
する…なんと素晴らしいことでしょう。

「手のひらを太陽に」　　　　やなせたかし詞
　ぼくらはみんな生きている　生きているから歌うんだ
　ぼくらはみんな生きている　生きているから悲しいんだ
　手のひらを太陽にすかしてみれば
　真っ赤に流れる　ぼくの血潮
　みみずだって　オケラだって　あめんぼだって

　みんなみんな　生きているんだ　友だちなんだ

そうです。オケラも生きているのです。
イタリアのアシジの聖フランシスコは、小鳥に向かって「神さ
まをたたえて賛美せよ」と説教し、それに応えて小鳥たちも
囀った(さえずった)と言われています。
新緑が美しく、鳥の囀りが聞こえてきます。飛べる翼をありが
とう…あたたかい羽根をありがとう…まるで、神さまを賛美し
ているかのようです。
まず、今あることに喜びと感謝をもって過ごしましょう。
ハレルヤ！

絵本やお話を通して、豊かなことばに出会う

年　少（アネモネ組）年　中（たんぽぽ組）年　長（さくら組）

歯について関心を持ち、動物にとっても大切
であることを知る。

外で遊び、心地よさを感じる。

これまでのあそびに変化をつけたり、工夫し
て友だちとのあそびを楽しむ。

虫歯予防デーを通して歯の働きを知る。 虫歯予防デーを知り、関心を持つ。

時の記念日を知る。

好きな場所で安定して遊ぶ。

絵本や紙芝居に親しむ。

時計遊びや数遊びを楽しむ。

幼稚園の作物、動植物に関心を持つ。

遊んだ後、楽しみながら片付けをする。

発見したことや思ったことを先生や友だちに
伝える。

楽しく踊ったり、合奏したりしながら、自分
たちの思ったように表現する。

時計遊びや数遊びをする。

保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で安心感を
もつ。

生活の流れや簡単なきまりを知る。

好きなあそびができることを喜ぶ。

先生や友だちと遊んだ後に片付けをし、き
れいになった気持ちよさを知る。

虫歯にならないためにどうしたらよいか知
る。

いやがらずに歯みがき指導を受ける。

簡単な時計を作ったり、数遊びをしたりす
る。

新しい歌をうたったり、手あそびをしたり
して楽しむ。

幼稚園の作物、動植物に関心を持つ。

家族について考える。

絵本や紙芝居に親しむ。

わからないことや不思議に思ったことを調べ
る。

雨の日も楽しく遊べるようにするにはどうし
たらよいかを考える。

雨の日も楽しく遊ぶ。

幼稚園の作物、動植物に関心を持つ。

雨の日も楽しく遊ぶ。

家族について考える。


